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消
防
署
布
設
出
張
所
開
設

6月1日か
ね
て
か
ら
幾
愛
工
事
中
の

補
間
附
制
緩
狗
依
出
張
双
山
怯
去
る
気

持
一
一
…
十
符
竣
工
し
、
い
よ
い
よ

本
詩
ハ
六
月
一
日
〉
か
ら
淡
務

を
開
始
す
る
と
k
に
な
ち
ま
し

た。
ζ

の
財
閥
後
続
に
は
十
二
名
の

絞
燃
と
氷
山
務
付
捕
前
段
ポ
Y
ブム自

動
議
ハ
水
一
、
八

C
C立
務
総

銭
的
楠
臨
機
付
)
一
ム
闘
が
必
勝
慨
さ
れ

ま
す
の
で
録
時
間
問
、
f
m
島
各
m
w
総

長
が
激
務
し
て
や
ゅ
ん
k
し
て
索
後

姉
崎
区
淡
w
v
ぷ
水
地
区
に
発
生
す

る
災
後
m
v
予
防
、
警
戒
、
融
鶴
間
出

な
ど
に
舎
の
た
れ
ソ
ま
す
。

出
議
所
へ
の
滋
線
級
殺
と
し

て
電
話
が
あ
れ
ツ
ま
す
が
潟
地
は

成
問
問
稼
判
明
餓
綴
織
繍
富
市
内
の
た
め

一
一
九
殺
は
期
預
町
役
場
へ
震

か
れ
て
お
り
ま
ず
か
ら
、
出
向
指
淑

齢
的
へ
は
遜
じ
ま
せ
ん
の
で
ど
総
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oあなたは今ま送金運転をし乞いますか
O~ あ育だ0いやもう一夜おゑ

。滋びませんこわい率の通る滋

そ
こ
で
雨
の
多
い
時
吋
棚
燃
の
交

に
凶
弘
、
次
め
A
品
に
気
を
つ
け

を
む
よ
久
J
O

一
ご
ゑ
巡
し
が
聞
拙
く
な
る
翌
歩

行
畿
は
傘
全
額
き
ん
な
ど
で

前
方
に
対
す
る
注
怒
が
そ
が

れ
る
と
と
も
に
、
水
た
ま
り

な
ど
足
元
に
役
満
換
を
簿
わ
れ

る
た
め
、
向
同
動
家
が
近
づ
い

て
も
気
が
つ
か
な
い
こ

k
が

あ
争
ま
す
。

二
刀
、
奈
の
漣
絞
者
も
、

窓
ガ
ラ
ス
に
つ
い
た
夜
や
ガ

ラ
ス
く
も
れ
ツ
明
、
、
目
見
通
し
が

き
き
に
く
く
な
告
ま
す
。

と
の
よ
ろ
に
お
互
い
に
山
首

会
ゃ
い
健
か
め
る
と
主
が
令
ず

か
し
く
な
っ
て
い
る
う
え
に

歩
行
者
は
ぬ
れ
ま
い
と
し
て

会
食
品
胤
ぐ
の
常
、
終
幾
件
げ
な

夜
明
織
が
行
な
わ
れ
る
結
果
と

電
話
は
印
西
局

O 
番

血
開
ゆ
く
だ
さ
い
。
と
の
た
め
出
張

所
へ
の
務
除
問
一
専
用
電
話
の
綾
鐙

を
削
討
議
し
た
の
で
す
が
印
補
間
関
間

変
換
機
の
関
係
明
、
樹
党
漢
語
れ
ず

渓
在
は
一
般
従
絞
っ
一
一
一
。

番
〉
が
一
本
だ
け
入
っ
て
い
ま

す
。
に
の
後
山
総
は
一
品
蹴
窓
訟
で

あ
ち
ま
す
が
火
災
救
急
な
ど
の

後
ゑ
怒
認
を
も
兼
ね
る
わ
け
で

す
か
ら
民
討
議
は
毅
物
マ
ず
お
こ

の
点
十
分
ど
沈
慾
く
ど
き
い
。

も
し
お
絞
紬
崎
町
抗
ハ
印
西
局
加

入
〉
に
お
い
て
火
災
、
い
叙
品
潟
、

そ
の
的
の
災
申
官
事
紋
日
か
発
生
し

た
場
合
、
一
一
一
一

動
い
た
し
ま
す
。

部
料
水
地
区
の
方
沖
帖
ぺ
丸
半
れ
の
よ

う
に
一
，
九
訴
を
問
い
を
ば
本
線

で
党
相
川
、
出
勤
し
、
ハ
〉
附
悶
じ
六

回
二

i
一
一
一
…
ハ
リ
彼
女
開
問
せ
M
M

布
続
出
同
夜
一
段
で
料
品
加
州
、
問
診
す

る
こ
と
に
な
号
室

7
3

火
災
の
敬
愛
を
や
/
く
す
る
た

め
に
は
%
を
お
い
て
も
消
時
間
署

に
浮
く
恥
知
ら
せ
る
こ
と
が
一
委

火
切
な
と
と
で
す
の

こ
の
よ
ラ
な
こ
と
か
ら
消
防

車
帝
で
は
布
佐
治
区
浴
法
的
総
入
者

に
だ
し
つ
火
事
と
絞
ゑ
同
尚
一
一
一

一
。
数
.
総
し
ゅ
の
と
き
は
、

O
綴
じ
で
'
八
一
一

l
O
一
一
九

4

2

の
ラ
べ
ん
を
作
成
し
お
前
…

地
夜
泣
議
j
m
入
者
の
片
品
約
機
に

如
何
付
す
る
'd
中
織
を
滋
め
て
お
り

ま
す
。
火
事
、
例
以
内
が
の
と
き
は

こ
丹
ヲ
べ
ん
な
よ
く
み
な
が
ら

綴
渋
川
九
州
制
約
努
へ
消
却
同
視
し
て
く

だ
さ
い
。

救
急
業
務
に
新
威
力

入
そ
生
器
@
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
寄
鶏

にハ
V
問
問
七
一
!
八
一
…
!
n
v
一
一

九
蓄
を
例
制
労
ぱ
本
間
噛
へ
遜
じ
ま

す
。
こ
の
櫛
地
山
舗
は
揖
科
目
度
専
問
用
電

側
附
で
す
か
ら
す
ぐ
覚
知
す
る
と

と
が
で
き
本
軍
脅
か
ら
滋
ち
に
山
側

l
i
l
 

な
れ
ソ
、
家
紋
が
ね
端
こ
れ
ツ
や
す
ア
ア
ル
ト
ま
れ
ん
は
じ
や
り
送

い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
歩
行
で
は
、
二
す
一
メ
ー
ト
ル
を

議
同
弘
、
鈴
断
歩
道
に
よ
る
蕊
必
淡
と
し
ま
す
G

し
い
横
断
を
心
が
け
傘
な
ま
た
、
毎
体
吋
ム
ハ

O
キ
口
の

ど
を
あ
ま
り
前
か
が
み
に
さ
遼
後
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
一
十

さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
氏
お
一
・
五
メ
ー
ト
ル
に
、
さ
ら

の
出
品
会
役
じ
ゅ
う
ぶ
ん
磁
か
に
録
時
八
ひ
キ
悶
の
途
変
で

め

る

こ

主

。

は

そ

れ

ぞ

れ

五

十

一

メ

j
ト

ま
た
、
棋
の
逐
転
者
は
、
ん
か
ら
宍
十
回
メ
ー
ト
ル
に

ウ
ィ

γ
ド
ワ
イ
パ
ー
な
ど
を
と
か
な
う
の
郊
き
が
山
田
て
き

ょ
く
整
鑓
す
る
と
と
も
に
、
ま
す
。

歩
行
者
に
校
意
謂
季
の

交

通

事

故

松

山

北

出
品
企
山
地
転
を
民
間
行
す
る
こ
と
と
く
に
ぬ
れ
た
道
線
と
で

一
、
事
が
止
ま
ち
に
く
く
な
る
急
プ
レ
i
キ
な
か
け
る
こ
と

E
毎
時
間
問
。
守
口
の
滋
絞
で
は
、
き
お
め
で
絞
険
で
す
か

返
っ
て
い
る
療
が
務
方
に
危
ら
常
に
淡
祭
会
総
え
闘
に
し

淡
を
附
閉
じ
て
、
と
っ
さ
に
プ
て
、
総
指
式
市
場
放
な
ぜ
り
起
こ

レ
ー
キ
を
ふ
み
、
完
全
に
簿
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

成
明
日
き
る
ま
で
の
隠
畿
は
、
一
品
、
渡
路
の
的
措
尽
が
ゆ
る
ん
守

乾
い
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ま
た
い
る
H
大
院
や
災
叩
織
の
と
き

は
コ

Y
ク

9
i
ト
上
で
は
、
神
泊
、
地
縁
が
ゆ
る
ん
明
、
い
る

十
七
・
双
メ
ー
ト
ん
を
必
要
の
で
、
的
防
総
が
対
一
く
な
っ
て

ιし
宮
す
が
、
ぬ
れ
た
ア
ス
く
ず
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

r

j

 

我
孫
子
守
t
夕
刊

Y
1
ク
ヲ
プ

門
会
長
級
仲
介
渡
氏
、
会
員
一
一
一
十

点
郡
名
〉
川
、
は
、
続
発
す
る
品
川
一
告
川

家
殺
に
対
処
し
て
尊
い
人
命
令

数
滋
ず
る
消
防
壌
の
数
必
然
特
例

げ
か
…
間
続
そ
の
効
mホ
hr
あ
げ
る
た

め
の
棋
材
料
付
絡
に
つ
い
て
検
E
L

て
お
つ
ま
し
た
が
‘
こ
の
は
同
ど

人
工
そ
金
援
を
寄
溺
ず
る
こ
主

に
な
り
そ
の
寄
綴
ぷ
が
ふ
山
る
双

色
。
、
京
地
明
糸
一
旗

剖

幽

〆

9
J
g、可

W
M

舷
検
純
物
関
棋
扱

側

主

径

者

試

験

冬
後
五
牌
吋
ま
で

…
…
危
検
物
取
後
世
窪
畿
税
料
数
々
円
高
明
諸
問
中
T
墾
市
川
然
防

叩
川
次
の
と
お
り
蜘
党
総
い
た
し
ま
す
九
百
綴

松
二
時
抗
繰
り
制
槻
制
剤

…
川
乙
掛
概
品
協
険
物
品
庁
関
輔
胡
世
阿
同
比
担
相
談

川
川
一
一
、
蹴
桝
幾
交
付
制
期
間

川
総
務
問
問
十
一
一
ぷ
ヰ
六
月
五
日
か

A
Y
R
の
育
児
相
談
山
弘
次
品

川
ら
六
月
十
コ
百
ま
で
怒
で
行
な
い
ま
す
。

紘
一
ニ
、
受
時
間
取
締
間
後
約
縁
類
六
月
十
関
口
H

命
後
交
狭

間
・
受
験
開
閉
潟
ハ
梢
問
時
制
本
甜
冊
子
防
六
月
一
一
十
…
院
中
隊
青
年

総

係

rNm殺
し
て
あ
れ
ツ
吉
す
〉
六
月
二
十
六
日
稔
孫
子
町

主

義

綴

緩

留

p

p

m

ω

-

w

q

災

}

枚

(

間

四

書

提

出

出

潟

大

央

公

民

的

時

月
十
附
悶
日
中
山
火
公
民
館
に
お
い
仮
死
、
府
議
怠
状
慾
等
に
あ
る
縁
側
ヶ
月
以
内
に
擬
郎
防
し
た
も
の
六
月
二
十
八
日
制
。

て
行
わ
れ
ま
し
た
む
殺
に
使
用
し
そ
的
問
吋
減
税
安
閣
制
関
川
)
離
は
・
鏡
、
四
‘
笈
h
t
y
チ
時
間
闘
は
い
ず
れ
も
や
紛
九

こ
の
出
帥
ぷ
八
段
、
人
工
呼
M

問
機
し
ま
た
は
段
議
後
入
に
よ
ち
綴
川
メ
ー
ト
ル
W

の
統
制
欄
民
総
上
手
学
か
ら
一
以
降
ま
で
匂
す
。

筆
記
入
録
、
然
記
お
一
一
説
者
の
将
一
党
関
総
合
同
際
践
し
、
占
品
川
身
隊
の
も
の
な
お
、
お
い
で
の
警
芸

能
が
一
ム
リ
に
そ
な
わ
っ
て
い
同
り
は
後
入
作
附
加
に
よ
っ
て
患
者
の
純
な
れ
朝
、
祭
出
純
手
数
料
お
よ
び
学
絞
殺
戸
川
持
勢
く
だ
さ
い
。

ま
す
の
で
、
そ
り
い
泌
総
は
す
ば
丸
一
燃
お
よ
び
込
等
か
ら
叶
日
夜
や
間
出
申
し
込
み
に
つ
い
て
の
詳
細
酬
は

ら
し
く
、
ま
た
、
完
全
白
熱
化
仙
波
紋
を
主
主
開
き
更
に
開
剤
約
縁
関
議
防
本
部
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
数
品
開
・
養
護

さ

れ

て

お

り

ま

す

の

で

、

波

郊

の

保

下

む

た

め

、

ふ

さ

が

れ

た

縦

だ

さ

い

。

数

鈴

募

録

中
立
浪
も
跨
使
で
あ
9
こ
れ
か
ら
気
道
か
ら
然
物
等
令
後
人
除
去
ね

の
放
念
持
公
務
引
先
伐
に
日
大
変
カ
し
て
同
制
限
会
開
間
協
潜
在
せ
ま
す
。
州
大
齢
制
咲
惜
別
議
を
千
灘
耐
用
内
約
一
公
立
学
校
教

が
知
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
附
倒
防
捌
闘
で
は
設
傘
単
に
こ
の
間
総
量
し
ま
す
官
官
品
綴
ナ
る
お
に
づ
い
て
の

こ
の
絞
れ
に
よ
っ
て
、
交
通
常
弔
慰
師
ふ
を
絞
殺
し
て
万
一
号
数
品
一
掛
川
線
除
問
機
者
を
選
考
す
る
た
め

は
水
炊
事
役
、
そ
の
一
伎
に
よ
お
本
仏
叫
に
そ
な
え
て
お

P
ま
す
o

川
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
滋
め
る
議
ぷ
検
事
-E

を
実
施
し
ま
す
。

向
山
た
め
、
山
間
北
常
開
花
会
で
は
昨
年
淡
査
の
対
象
は
、
小
学
校
、

作
加

華、
z
b
J
i
L
P
3
去
、
ノ
ぶ
吃
h
J

品
約
に
ひ
き
つ
づ
き
本
絡
も
・
喜
咲
中
学
校
お
よ
び
路
線
学
絞
め
札

1

i

f

i

:

;

!

:

i

i

 

γ

誕
若
丸
j
ノ

イ

々

乙

長

一

以

銅

版

予

郎

事

芸

家

叫

に

よ

翌

五

住

民

め

な

ら

び

に

拍

税

務

警

で

す

。

潟
市
り
カ
に
怒
し
上
げ
る
こ
と
に
な
縁
側
例
制
問
出
向
糊
期
間
桝
お
よ
び
提
出

お
り
惨
さ
ん
に
お
見
せ
し
ま
す
制
静
ま
し
た
の
で
ふ
る
っ
て
お
で
允
は
次
の
滋
ち
で
す
。

め
で
、

E
底
分
間
v
g
で
名
附
慌
に
川
か
け
く
だ
さ
い
。
小
学
校
、
中
学
校
は
総
和
問

凝

結

さ

れ

た

か

ど

う

か

を

後

か

州

知

山

十

三

年

六

月

六

日

付

か

ら

色

丹

ふ

め
て
お
い
て
く
だ
さ
い

o

m
間

二

時

臨

時

一

g

ま

で

、

潟

等

教

絞

は

問

問

自

ae
六
万
八
日
か
ら
六
万
十
m
g
m

縄

三

ま
で
の
ぢ
品
、
午
前
八
時
特
一
二
胤
昭
和
間
十
三
年
7
月・
7
日
飽
十
三
年
七
月
八
院
か
ら
七
B

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
鴻
(
口
H
V

午
後
一
昨
吋
か
ら
士
一
銭
宮
中
旬
、
な
お
、
提
出
牛

。
務
所
減
、
設
孫
子
町
役
場
及
綴
吋
…
、
場
所
は
や
遊
間
関
附
投
資
庁
学
務
認
識
料
相

び
各
支
所
で
す
C

叩
抑
制
階
北
係
育
園
教
育
係
正
高
等
学
校
係
明
、
す
。

な
お
、
妥
結
綿
糸
議
し
た
ガ
で
紘
一
一
一
、
治
塁
本
数
約
千
本

こ
の
番
弱
か
ら
災
冬
Hm捌
倒
れ
て
W
浅
間
再
開
問
じ
場
所
明
、
情
説
世
間
口
側
部
付
交
通
止
め
の
お
州
知
ら
#

い
る
ガ
が
あ
る
と
き
は
、
と
の
刷
会
を
同
開
後
し
ま
す
の
で
ど
覧
く

榊
役
時
見
向
削
閉
山
内
に
開
問
効
期
の
察
し
立
川
山
主
主
、
一
。
六
月
…
u
H
か
ら
七
nn一一一十一

て
を
し
て
く
だ
さ
、

c

U

1

:

t

お
ま
で
排
水
管
援
設
ヱ
泰
愚
ι

ま
た
‘
七
月
七
れ
執
行
が
字
削
な
お
、
琴
震
哨
一
人
紙
本
緩
め
盆
絞
め
区
間
が
交
咋
等
弁
め
を

時
比
さ
れ
て
い
る
参
議
開
出
漁
紳
市
議
川
俊
悩
援
し
ま
A

多

な

れ

ツ

ま

す

ま

金

問

滋

協

を

弛

し
パ
同
月
一
日
珊
州
議
官
以
つ
瀧

て
笠
録
さ
れ
た

z
g、
主

家

畜

衝

撃

期

間

会

内

は

ま

す

よ

う

ど

雪

〈

村

挙

人

名

付

憾

に

絞

っ

て

い

る

方

が

側

の

お

知

ら

せ

i
L

候

補

殺

を

縫

ぶ

と

い

う

投

票

の

川

崎

区

間

情

泌

総

蕊

八

一

一

番

地

先

ι

協
間
約
仇
仮
称
す
る
こ
と
に
な
れ
ソ
宮
川
こ
れ
か
ら
家
畜
商
を
出
演
な
も
ら
郁
朗
附
六
二
番
絡
先
ま
で
。

す

c

m

う
と
す
る
方
、
現
在
営
ん
で
い
〈
堂
下
か
ら
一
本
綾
〉

公
渋
滞
期
予
必
の
一
部
改
益
〈

双箆パ
e

一
段
公
布
)
に
よ
り
グ
閣
撚

挙
人
名
門
緩
め
宮
4
H
4

日
が
午
附
問
問
問

に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
人
名
仲
誌
が
、
ル
品
久
に
同
時

え
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
協
や
人
名
伎
は
お
に
冷
却
設
銀

山
凶
、
ん
時
相
十
三
月
一
円
日
と
九
月
一

れ
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
笈
の
改
正
は
、
そ
の
一
一
一
終
月

九
廷
の
打
点
録
月
の
附
附
に
、
六
月

一
宮
と
十
一
一
月
ω

門
仰
の
笠
銭
授

を
ふ
や
し
た
£
と
で
す
。

仲
川
フ
て
、
科
料
ち
た
に
選
挙
様

変
倒
附
ら
れ
た
カ
?
、
本
町
叶
に
仲
間

む
よ
う
に
な
っ
た
方
の
う
ち
、

六
月
一
日
ま
で
に
向
脱
線
の
ゆ
し

慾
の
あ
っ
た
識
の
災
終
硝
紫
外
打
を

繁
い
な
し
て
務
総
し
ま
す
。

大
丸
一
円
同
羽
海
で
、
新
ら
た

に
材
対
加
持
し
た
均
的
、
住
所
、
氏

名
を
総
察
し
た
書
面
、
ぼ
の
と

宮票終iま……・・・人I司::!Eまきの霊童釜式

る
い
か
ゑ
縫
制
緩
が
な
い
方
は
必
ず

品
拭
け
る
よ
う
に
し
て
く
ど
き
い

尚
申
し
込
み
方
法
そ
の
品
開
総
統

に
つ
い
て
は
役
緩
和
地
鴻
抑
制
締
ま
で

ど
連
絡
く
だ
宰
い
。

ロ
自
体
吋
ん
ハ
附
na}
十
六
日
H

か
ら
な
お
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1世主務あたり

〈芳三三者義務便物害事湾〉

わたくしたちの符税災級

1入あたり

iふ035

1 5.038 

庁

建
設
な
ど
順
調
に
、

む

尉
吋
で
は
淡
絡
に
よ
っ
て
和
十
一
一
凶
問
符
品
約
絞
め
状
況
を
お
知

ら
せ
し
て
お

F
ま
す
が
今
回
は
、
駒
叶
年
の
十
月
か
ら
一
一
一
月
ま

で
の
下
学
織
を
念
仏
り
て
阪
和
間
口
十
二
年
波
的
状
況
を
お
紛
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

問
問
和
利
関
円
十
一
…
年
隠
は
、
怒
る
く
劫
略
構
成
な
町
議
。
の
一
一
探
と

r

し
て
の
僚
会
時
世
設
寝
袋
念
仏
阻
め
、
し
開
郎
加
湖
糊
相
場
持
母
設
事
冊
減

消
防
署
布
佼
山
尚
後
一
段
建
設
多
数
な
ど
、
各
機
家
数
ψ
刊
行
な
っ
…

て
‘
索
、
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
皆
さ
ま
訓
り
た
冶
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
は
多
く
、
こ
れ
一

ら
の
事
務
会
問
滑
に
議
ぬ
る
た
め
、
公
殺
に
あ
た

9
鋳
さ
ま
の
ど
協
力
安
心
抑
制
問
い
い
た
し
ま
す
一

崎附入
mv
融
構
成
制
割
合
法
分
二
表
杭
慨
し
て
ほ
ぽ
潟
地
惜
の
絞
入
割
合

の
と
お
ち
に
な
っ
て
お
り
ま
す
を
示
し
災
好
と
い
え
ま
す
が
、

主
要
財
源
の
符
将
棋
の
収
入
制
間
関
定
資
臨
時
税
が
泰
子
漆
ち
て
お

会
は
、
昨
昨
年
の
九
十
一
媛
に
比
ワ
ま
す
。

約千砂川出中

財政のあらまし:

自
殺
余
計
の
紘
λ

一
絞
会
計
の
紋
入
状
況
は
、

待
税
収
入
二
八
一
、
一
一
二
五
千

符
を
始
め
、
玲
一
義
的
り
と
お
り

歳
入
総
綴
来
二
丘
、
七
八
八
千

悶
は
に
な
っ
て
お

9
ま
ナ
。

ま
た
、
γ

寸
築
総
七
一
口
近
、
七

一
一
八
千
関
付
に
兆
ら
べ
、

LUOMm

と
低
く
な
っ
て
ぶ
ち
ま
す
が
、

閥
、
銀
支
出
金
‘
駒
吋
僚
な
ど
は

五
月
末
の
泌
総
問
問
綴
で
大
学
が

絞
入
で
き
る
箆
込
み
で
あ
争
、

決
鉢
終
の
間
隔
和
閥
・
士
一
奪
度
の

収
入
気
込
績
は
、
五
九
閥
、
…
一
一

0
0千
内
縁
僻
眠
気
込
ま
れ
て
お

争
お
す
。

3. 7 1 3 

2.662 

:昭和42年度762 

5.1 6 1 

2.589 

5，0 3 2 

2.101 

145 

400 

317 

958 

争82

鼠

車菱自動車秘

義雲市計磁税

たばこ浴繁税

警語気ガス税

係

計

税

町

E雪兎

国

国
定
資
産
税
若
干
落
ち
る

人歳会f"L替え

4 6，71 8 

Z
際
会
計
の
支
出

閣
時
哀
の
文
郎
総
額
は
.
同
悶
八

二
、
九
四

O
千
凶
日
で
綴
和
額
十

二
年
波
予
維
持
に
対
し
、
大
火
山
知

執
行
き
れ
て
お
り
ま
す
。

総
務
閉
口
十
一
一
年
後
に
お
こ
な

っ
た
窓
漆
な
事
楽
に
ゆ
い
て
む

べ
ま
す
と
、
庁
舎
建
設
事
端
滑
に

初
年
度
分
間
口
、
…
一
一
日
札
。
万
肉
食

計
上
、
科
制
緩
ど
お
り
七
月
中
本
日

完
成
す
る
予
定
で
為
争
ま
す
。

ま
た
、
し
悶
蹴
加
湖
慾
場
建
設
勝
到

に
本
体
工
事
ニ
附
問
。
。
万
田
川

会
事
業
安
災
後
L
、
と
ふ
れ
も
七

丹
波
日
に
発
総
点
智
子
廷
し
、
一

日
加
純
潔
終
カ
五
十
二
キ
ロ
甘
ツ

ト
ん
と
な
り
、
清
掃
常
事
掛
燃
の
丹

後
・
な
る
運
営
が
期
待
さ
れ
ま
す

事21を

守.177

銀主幹j鼎世主役会($，7ゐ)

出
例
拘
附
緩
和
佐
山
知
張
所
然
倒
瓶
事

器
開
、
尚
北
山
中
体
育
抽
出
家
殺
事
時
津

町
門
的
伎
宅
時
総
殺
事
然
、
祭
器
宋
幽
明

議
淡
務
官
ゆ
端
部
、
青
年
航
路
神
崎
殺
事

梁
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
予
輸
併
に
対
す
る
交

際
総
合
が
部
品
く
.
一
線
事
業
が

不
執
行
に
仲
吹
っ
て
お
ち
ま
す
、

こ
れ
は
収
入
め
努
険
金
叙
人

な
ど
に
関
連
し
て
お
り
、
総
務

費
計
上
mw
中
八
千
一
台
新
獄
絵
後
蹴
閣

の
文
山
何
日
か
本
然
災
認
を
見
な
か

悶
什千晶弘出弔

h
対
ー絞分4表

っ
た
こ
主
は
残
念
で
糸
供
り
ま
す

間
昭
和
問
問
十
三
年
度
に
は
潔
漢

で
き
る
よ
う
、
一
段
の
努
力
を

いれ
μ
し
た
い
と
怠
い
ま
す
。

以
上
、

m
m
和
四
十
二
年
際
的

一
削
減
会
計
の
収
入
、
と
支
出
向
の
あ

ら
ま
し
を
お
相
知
ら
せ
し
ま
し
た

財
政
的
別
に
自
主
貼
何
回
開
甘
い
か
ぎ

ら
れ
戸
打
数
機
燃
は
ま
す
ま
十
翁

加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
淵
出
品
吋
点

に
神
月
初
ぬ
し
つ
つ
、
将
来
の
脚
吋
浩
一

ち
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

食器の権威主七きささ炎
続
減
余
計
の
よ
う
す

吉
田
恩
師
向
お
水
遊
会
計
叶
休
、
例

年
の
よ
ラ
に
ぬ
か
‘
終
算
措
山
が
協
献

立
寄
れ
て
お
り
ま
す
が
、
上
水

道
会
一
訟
の
料
料
水
期
開
始
後
、
本
会

計
は
上
水
滋
余
計
に
包
含
さ
れ

る
予
笈
で
あ
争
ま
ず
。

上
中
品
数
時
帯
数
は
間
昭
和
相
約
十
…

年
後
に
引
き
絞
き
涼
ケ
年
掛
帆
時
協

の
分
一
一
年
次
で
あ

p
ま
す
が
、

ポ
V
プ
灘
、
発
電
緩
出
盤
、
間
貼
水

抽
出
な
ど
絡
水
機
務
殺
を
帯
別
同
問
ど

お
9
完
成
さ
せ
ま
L
允。

引
き
つ
づ
き
絡
殺
到
十
一
応
匁
凌

も
回
国
水
驚
掛
概
数
工
事
を
行
な
っ

て
紛
争
ま
す
。
余
年
七
万
演
に

は
持
制
締
り
衛
生
約
な
水
な
惨
さ

ま
方
培
家
総
に
お
と
ど
け
守
き

る
と
恕
い
ま
す
。

な
お
、
昭
和
間
関
十
二
年
緋
院
議

議
演
は
二
時
二
、
側
二
支
乎
国
刊

に
哨
搬
し
、
的
拡
入
と
し
て
狩
俊
一

億
円
安
絞
め
、
公
開
出
品
料
制
世
余
、

一
位
棋
会
計
線
出
向
ム
棋
で
構
成
寄
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
上
水
遊

の
給
水
と
用
問
臨
吋
に
消
火
絞
め
利

用
が
で
き
ま
?
と
主
は
、
制
例
術
開

水
制
判
の
震
か
ら
大
き
な
カ
と
な

る
こ
主

ι同
部
い
ま
す
。

霞
良
時
開
蹴
脱
線
険
事
業
会
帆
貯
は
言

語

湾

十

二

年

五

一

日

よ

ラ

鉛

七
銭
品
開
品
吋
を
実
務
し
て
ま
い
ち
汲

ま

し

た

。

僚

出
品
然
医
療
給
付
胞
質
が
茸
脅
し
く
脈
問

機
加
し
、
会
計
の
羽
織
岡
地
に
苦
慮
惜

し
ま
し
た
が
、
本
年
僚
も
録
数
分 制

慌
の
引
き
上
げ
も
ぽ
行

な
わ
ず
い
絞
採
で
き
る

見
込
み
で
あ
れ
ソ
ま
す

な
お
、
加
持
払
脱
税
の

収
入
例
制
A
H
M
m
他
の
対

税
に
た
ぺ
で
奴
く
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、

皆
さ
ま
が
た
り
給
付

と
も
関
消
却
し
ま
す
の

旬
、
神
世
間
沼
の
劇
的
問
カ

を
お
緩
い
い
た
し
ま

す。
公
共
下
水
淡
余
計

は
、
続
本
住
宅
公
開
問

湖
北
品
開
放
線
の
二
万

一
一
千
人
を
対
象
に
設

勝
賦
さ
れ
た
会
計
で
あ

字
、
療
中
本
処
理
場
建

殺
事
業
補
助
本
栄
養

一一一、笠

O
O万
開
け
を

払
閉
め
、
州
将
祭
事
業
等

計
画
ど
お

P
執
行
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
五
月
末
詩

で
出
回
橋
脚
岬
助
金
、
町
倍
以
な
ど
般

入
さ
れ
た
界
込
み
で
あ
れ
ツ
ま
す

体
付
紙
財
産
運
営
本
欄
誠
会
計
は

整
調
認
の
同
胤
臓
附
に
あ
り
、
今
匁
胤
蕊

も
一
般
会
計
に
て
こ
っ
ハ
vdγ

間
内
線
山
山
さ
れ
事
繋
が
行
な
わ
れ

て
お
ち
ま
す
。

一
大
}
十
五
百
米
地
後
一
際
釜
瑚
抗
感
援

会
計
凶
弘
、
芳
一
岡
山
の
僚
出
国
捻
処

分
を
行
な
い
、
残
存
ヱ
謝
併
の
芳

附
問
、
支
援
也
管
行
な
う
計
一
闘
で
あ

れ
ア
ま
し
た
が
、
品
時
終
盤
脈
拍
職
場
一
対

常
債
本
町
は
、
首
都
閑
闘
の
・
中
に
あ

担
、
人
口
の
社
会
殺
が
総
し
く

仲
昨
夜
母
議
後
ぶ
応
へ
て
潔
後
の

幾
畿
を
は
か
る
た
め
、
h

皆
殺
薬

品
識
な
し
な
け
れ
ば
な
れ
ツ
ま
せ
ん

し
か
し
、
僚
主
獄
油
開
で
あ
る

知
町
制
棋
の
奴
入
に
は
摘
出
度
が
あ
智

持品位千円

〈余計

数余計

181.355 
上主主選会計
1 3 0，0 00 
ラミ主食会計

1 17，000 
〈検入う告別〉

大蔵省

178.905 
郵政翁

34.4守8
日ぶ損害保険協会

7，340 
善寺組合
7，400 
給総合

5，212 
公設食費芝金量生公隊
1 5 5，000 
針 428，355

(単Ht'"子持〉寺普総会話す抑収入ヒ支lli害事岳茨

同
開
な
ど
に
よ
与
、
実
施
紬
蹴
叫
引
の

湘
紘
一
史
の
や
じ
な
き
に
奈
き
ま
し

た
と
の
淡
町
夜
祭
絞
殺
終
え
、
認

可
安
ま
ち
、
昭
和
制
間
十
一
一
一
年
度

に
位
相
霧
で
き
る
も
の
と
期
待
き

れ
本
会
計
終
了
い
た
し
ま
す
。

品
端
的
・
念
品
地
区
画
毅
滋
簿
業
会

計
は
、
一
穴
γ

小山
A
M
土
地
区
一
機
掛
脱
線

療
機
謂
に
対
応
し
て
澄
後
さ
れ
た

会
計
明
、
す
が
、
事
嘩
燃
の
地
帯
織
の

た
め
余
計
約
に
は
、
開
悼
と
ん
ど

齢
制
き
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
す
m
り
で
、
附
闘
な
ど
か
ら
館
協
金

利
判
の
資
金
没
後
。
受
け
て
事
擦

を
行
な
い
ま
す
。
緩
和
制
限
十
二

年
皮
も
ふ
ん
水
道
事
祭
俊
一
然
閣
は

な
ど
借
り
受
け
一
ま
し
て
総
綴
州
間

後
一
…
千
八
百
一
一
一
十
双
方
玄
千
円

と
な
っ
て
お
り
'
ま
す
。
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。
会
均
義

春
の
卓
球
大
会

春
卒
耐
時
総
悼
大
会
を
次
の
と
お

れ
ツ
隠
拙
惜
し
ま
す
の
マ
多
数
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

自体吋
u
ユ
ハ
月
十
六
日
午
約
九
昨
吋

附開総

務
所
ト
我
孫
子
…
町
中
市
六
会
民
綴

殺
学
、年

令

整
制
剤
、
依
孫
、
齢
制
務
先

又
は
学
校
名
h
k
記
入
し

て
六
月
十
日
ま
で
に
救

済
委
員
会
ま
守

日
ホ
脳
炎
予
妨
接
綴

口
抽
象
脳
炎
の
予
時
時
総
緩
を
今

年
も
次
の
と
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